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めっき加工工程の大幅改善で
生産体制強化

Ί͖ͬ૷ஔを̍ ɼ̎ ̌̌ ୆Ҏ্ೲ඼
同社は昭和５２年創業のめっき装置メーカー。「開発

無し時成長無し」をモットーに、自動車や半導体、
弱電メーカーなどを含む約５００社に１，２００台以上
の装置を納品している。自動車部品向け亜鉛めっき
装置の国内シェアは高く、また取引先の海外展開に
伴い、欧米やアジアでも同社のめっき装置は活躍
している。

ଟ਺ͷಛڐを取ಘ
平成１９年に装置事業から派生しためっき処理事業

を立ちあげ、鉄にステンレス並みの耐食性を持た
せた「ステンめっき」や耐食時間３，０００時間の「ＹＣ
コート」など自社製品を多数開発。これまでに取得
した特許件数は７５件にのぼり、処理事業が会社
全体の売り上げの１５―２０％を占めるまでに成長
した。最近では専用の排水設備が不要な無排水
めっき装置の開発・販売にも力を入れている。

事業内容

ʮ̮̘ ίʔτʯͷॲཧ࣌ؒ୹ॖͱ඼্࣭޲
表面処理「ＹＣコート」の作業工程を改良し、処理

時間短縮と品質向上を目指す。「ＹＣコート」は前
工程を施し、その上から塗装する表面処理で、耐食
時間を３，０００時間に延ばせるのが特徴。耐久性
が求められる自動車のエンジンやホイールに使う
ボルトに適する。しかし、処理工程にいくつか課題
があった。まず、専用設備がないため、金属に付いた
酸化皮膜（黒皮）やバリの除去ができなかった。
また、ベーキングなどの工程により処理時間が
余分にかかり、取引先が求める短納期対応が難し
かった。

γϣοτϒϥετػͱଌఆثػをಋೖ
そこで粒体を金属に噴射するショットブラスト機

で付着物の除去を行い、処理時間短縮を目指す。
さらに、加工物の面粗度を計測するマイクロスコープ
を導入し、高品質製品を提供する体制を整える。

補助事業

ॲཧ࣌ؒͷେ෯୹ॖʹͭͳ͛Δ
ショットブラスト機とデジタルマイクロスコープの導

入により、短納期対応が可能になったほか、めっき処
理する金属製品の品質向上にも貢献した。短納期に
関しては、２台のショットブラスト機（大物部品用と小
物部品用）の導入で酸電解やベーキングなどの作業
工程を省略できるようになり、全体で７時間かかった作
業が２時間半に短縮し、取引先からの短納期要望に
対応できた。また、金属表面に付いた酸化皮膜やバリ
もショットブラスト機を使って除去できた。

品質の面では、デジタルマイクロスコープ導入により
マイクロメートル単位（マイクロメートルは１００万分
の１ｍ）での検査体制が確立し、品質の安定化につな
がった。

૝ఆを௒えΔ݄ؒ਺े̓ॲཧ࣮ݱ
これらのことから、「ＹＣコート」の顧客満足度向上や

他社のめっきとの差別化にも貢献した。その後、空調
機器のビスや太陽光発電所の架台、車部品など耐久
性が求められる製品に「ＹＣコート」の採用が増え、
現在では当初の予想（月数ｔ）を上回る月数十ｔの
表面処理を手がけており、木田潔社長は「今後も採用
がさらに広がるだろう」と「ＹＣコート」に期待する。

具体的成果

Ί͖ͬͷෆྑをͳ͘͢取Γ૊Έʹ஫ྗ
木田社長はめっき処理ラインの課題として「めっき

処理した製品の不良出荷をゼロにする」ことを挙げ、
この課題に向けて２つのことに取り組んでいる。１つ
はめっき処理事業で、工場の処理状況を把握できる
システムの早期導入だ。平成１９年の処理事業参入
から表面処理のレパートリーを１７種類に増やして
きた。しかし、処理中どの槽でどんな薬液が使わ
れているかわからなかった。平成２９年内にシステム
を導入し、処理槽の“見える化”でミスを減らす。

ॲཧ૷ஔͷ׬શࣗಈԽを໨͢ࢦ
もう１つは装置事業でめっき処理の完全自動化

だ。めっきする部品の投入量に応じた電流値や
温度管理をインラインで常時監視し自動調節する。
大枠のシステム構成はめどが立っており、平成３０年
頃の完成を目指している。この自動化により、めっき
処理の人員を他の仕事に回すことで、人材不足
問題の解決にもつながると期待する。これらのこと
に取り組み、取引先の要望に沿った製品や装置を
提供し、木田社長は売上高を「平成２９年度の約
２９億円から５年後には３５億円に引き上げたい」
と意気込む。

今後の戦略

「ＹＣコート」を施したねじ
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めっき処理設備のプラント製造や表面処理
加工を受託しています。「開発無し時成長
無し」の合言葉のもと開発に力を入れて
きました。今後も「めっきのことなら木田
精工」と言っていただけるよう精進していき
ます。

めっきのことなら木田精工
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